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中
央
高
速
道
路
の
笹
子
ト
ン
ネ

ル
で
天
井
板
が
落
下
す
る
事
故
が

あ
り
、
９
名
も
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
、
わ
が
国
の
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
の
高
齢
化
、
老
朽
化
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
１
９
８
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で

は
、
道
路

な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
が

老
朽
化
し

て
高
速
道
路
の
橋
が
落
ち
た
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
道
路
が
穴
ぼ
こ

だ
ら
け
と
な
る
な
ど
、「
荒
廃
す

る
ア
メ
リ
カ
（
廃
墟
の
な
か
の
ア

メ
リ
カ
）」
と
い
う
図
書
が
発
刊

さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　
１
９
３
０
年
頃
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
政
策
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た

イ
ン
フ
ラ
が
、
建
設
後
50
年
を
経

過
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
費
用
を

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
な
ど
が
あ

り
十
分
に
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
最
大
の
原
因
で
し
た
。

　
わ
が
国
で
は
、
高
度
経
済
成
長

期
か
ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
本
格
化

し
ま
し
た
か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
の
多

く
が
50
年
を
経
過
す
る
時
期
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。
長
野
・
山
梨
と

関
東
を
結
ん
で
い
る
笹
子
ト
ン
ネ

ル
の
事
故
は
、
そ
の
象
徴
と
と
ら

え
ら
れ
て
関
係
者
に
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
た
の
で
し
た
。

　
実
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
道
路
を

例
に
と
る
と
「
ス
ト
ッ
ク
の
増
加

に
見
合
う
維
持
管
理
費
の
増
加
」

が
な
か
っ
た
こ
と
が
荒
廃
の
原
因

と
な
っ
た
の
で
す
が
、
わ
が
国
の

近
年
の
道
路
予
算
は
、「
ス
ト
ッ

ク
の
増
加
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
新
設
も
維
持
管
理
費
も
削

減
」
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
で
は
、
１
９
８
０
年
代
の

ア
メ
リ
カ
に
学
ん
で
い
る
と
は
と

て
も
言
え
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
は

ま
さ
に
「
荒
廃
す
る
日
本
」
の
瀬

戸
際
に
立
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
橋
や
ト
ン
ネ
ル
を
管
理
す
る
こ

と
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
が
持
つ

「
地
域
間
の

連
結
機
能
」
を
管
理
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
維
持
管
理

・
更
新
の
重
要
性
と
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
密
度
の
充
実
の
必
要
性
と

同
義
語
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

 

橋
や
ト
ン
ネ
ル
を
管
理
す
る
意
味

　
伊
勢
神
宮
は
今
年
、
20
年
に
１

度
の
第
62
回
式
年
遷
宮
で
あ
る
。

10
月
初
め
に
参
拝
者
が
１
０
０
０

万
人
に
達
し
、
年
間
参
拝
者
は
１

３
０
０
万
人
以
上
が
見
込
ま
れ

る
。「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て

て
御
用
材
と
な
る
ヒ
ノ
キ
の
大
径

材
、
良
質
材
が
枯
渇
し
、
鎌
倉
時

代
中
期
以
降
は
遠
く
度
会
郡
の
瀧

原
宮
近
隣
の
阿
曽
山
や
多
気
郡
の

江
馬
山
、
三
河
の
設
楽
山
、
美
濃

へ
。
江
戸
時
代
中
期
か
ら
は
木

曽
に
移
り
現
在
に
至
る
が
、
造

営
上
最
も
神
聖
な
「
心
の
御
柱
」

は
今
も
御
杣
山
か
ら
伐
り
出
さ

れ
る
。

大
径
木
確
保
が
課
題
に

　
継
続
的
に
御
用
材
が
確
保
で
き

る
か
は
当
事
者
が
最
も
心
を
痛
め

る
問
題
だ
。
明
治
33
年
、
内
宮
正

殿
焼
失
で
臨
時
遷
宮
が
行
わ
れ
た

際
、
造
営
用
材
選
択
で
、
将
来
も

ヒ
ノ
キ
の
大
径
木
確
保
は
困
難
と

予
想
さ
れ
た
。
同
42
年
の
第
57
回

式
年
遷
宮
で
造
営
用
材
選
木
の

際
、
木
曾
御
料
林
で
も
ヒ
ノ
キ
の

大
径
材
確
保
が
困
難
と
「
明
治
天

皇
紀
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
37
年
７
月
、
内
務
大
臣
芳

川
顕
正
と
宮
内
大
臣
田
中
光
顕
が

神
宮
式
年
造
営
に
関
し
、
侍
従
長

徳
大
寺
実
則
に
意
見
を
述
べ
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
明
治
42
年
度
式

年
造
営
は
用
材
が
調
達
で
き
な
い

こ
と
は
な
い
が
、
次
回
造
営
ま
で

僅
か
20
年
、
用
材
成
育
せ
ず
、
大

材
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、

「
今
度
造
営
に
際
し
、
柱
を
土
中

に
樹
つ
る
の
古
法
を
改
め
、
柱
下

に
礎
石
を
置
き
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

以
て
固
む
る
と
き
は
、
即
ち
二
百

年
を
保
つ
べ
く
、
此
の
期
間
に
は

檜
樹
成
育
し
巨
大
の
用
材
を
得
る

こ
と
難
か
ら
ざ
る
べ
し
」

　「
実
則
、
明
日
を
以
て
二
人
の

意
見
を
上
る
、
天
皇
聴
し
た
ま
わ

ず
、
８
月
３
日
実
則
を
以
て
、
42

年
度
造
営
は
総
て
現
在
の
様
式
に

従
う
べ
き
旨
を
二
人
に
伝
へ
し
め

た
ま
ふ
」

　
明
治
天
皇
の
侍
従
、
日
野
西
資

博
の
証
言
も
残
る
。
御
料
林
の
大

材
が
欠
乏
し
て
今
後
20
年
毎
の
御

造
営
に
不
足
を
生
じ
る
虞
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
と
明
治
天
皇
が
御

聞
き
に
な
り
、
明
治
36
年
と
38
年

の
両
年
、
木
曾
の
御
料
地
に
大
材

を
調
べ
る
よ
う
に
と
の
御
下
命
が

あ
っ
た
。
広
い
御
料
林
の
大
材
を

調
べ
精
し
く
復
命
し
た
際
に
、
以

下
の
お
話
が
あ
っ
た
。

青
木
正
篤

公
益
社
団
法
人

国
土
緑
化
推
進
機
構

　
一
般
社
団
法
人
日
本
橋
梁
建
設
協
会
は
来
年
６

月
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
様
々
な
企
画

や
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
11
月
16
日
、
50
周
年
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
一
般
か
ら
募
集
し
た

「
橋
に
親
し
む
～
隅
田
川
橋
め
ぐ
り
ク
ル
ー
ズ
」

の
参
加
者
１
５
０
人
が
貸
切
水
上
バ
ス
で
の
船
旅

を
楽
し
ん
だ
。

　「
隅
田
川
橋
め
ぐ
り
ク
ル
ー
ズ
」
は
今
春
３
月

に
も
実
施
し
た
が
、
前
回
の
「
親
子
」
限
定
枠
を

外
し
自
由
に
し
た
た
め
全
国
か
ら
１
０
０
０
人
を

超
え
る
応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
橋
好
き

が
集
ま
り
、
感
動
的
な
ク
ル
ー
ズ
と
な
っ
た
。

　
首
都
東
京
を
代
表
す
る
川
、
隅
田
川
に
架
け
ら

れ
て
い
る
橋
は
34
本
あ
り
、
姿
か
た
ち
も
様
々
。

江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
や
ド
ラ
マ
も
豊
富
で
〝
橋

の
博
物
館
〟
と
さ
れ
る
。

　
案
内
役
は
、そ
の
す
べ
て
に
通
じ
「
橋
オ
タ
ク
」

を
自
認
す
る
東
京
都
建
設
局
の
紅
林
章
央
・
橋
梁

構
造
専
門
課
長
。
関
東
大
震
災
で
も
隅
田
川
の
橋 水上バス内で案内する紅林さん

日
本
人
に
染
み
込
ん
だ
心
情
が
、

大
勢
の
参
拝
を
誘
う
の
だ
ろ
う
。

　「
な
に
ご
と
の�

お
わ
し
ま
す
か

は
し
ら
ね
ど
も�

か
た
じ
け
な
さ

に��

な
み
だ
こ
ぼ
れ
る
」（
西
行

法
師
）

木
の
文
化
を
支
え
る
森
づ
く
り

10

　「
尊
さ
に
皆
お
し
あ
ひ
ぬ
御
遷

宮
」（
芭
蕉
）

　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
吉
川
英
治

は
内
宮
参
拝
で
「
こ
こ
は
心
の
ふ

る
さ
と
か�

そ
ぞ
ろ
詣
れ
ば
旅
心

う
た
た
童
に
帰
る
か
な
」
の
言
葉

を
遺
し
、
英
国
の
歴
史
家
ア
ー
ノ

ル
ド
・
ト
イ
ン
ビ
ー
は
「
世
界
に

も
稀
な
聖
地
」
と
述
べ
た
。

　
式
年
遷
宮
の
制
度
は
持
統
天

皇
２
年(

６
８
８)

に
制
定
さ
れ
、

２
年
後
に
内
宮
、
そ
の
２
年
後
に

は
外
宮
の
遷
宮
が
実
施
さ
れ
た
。

世
の
中
が
乱
れ
朝
廷
が
衰
微
し
た

室
町
時
代
は
１
２
０
年
以
上
遷
宮

が
行
わ
れ
ず
荒
廃
し
た
時
期
が
続

い
た
が
、
以
後
概
ね
20
年
ご
と
に

遷
宮
が
行
わ
れ
た
。

　
式
年
遷
宮
に
必
要
な
御
用
材

は
、
持
統
天
皇
の
御
代
よ
り
伊
勢

神
宮
を
取
り
囲
む
近
隣
の
山
、
内

宮
は
神
路
山
・
島
路
山
、
外
宮
は

高
倉
山
・
高
神
山
が
御
杣
山
と
し

て
定
め
ら
れ
調
達
さ
れ
た
。
や
が

［御正殿（内宮）］正殿は内から瑞垣、蕃垣、内
玉垣、外玉垣、板垣の五重の垣で囲まれている
� = 写真はいずれも神宮司庁提供

三本木
工藤光男 駅長

　物産館「やまなみ」には生産者の顔

宮城県大崎市三本木字大豆坂 63番地 13
国道 4号　　　TEL.0229-53-1333

が見える朝採りの新鮮な地場産野菜、地元特産
のひまわり卵、ひまわりクッキー等が並びます。
三本木ひまわりの丘で開催される春の菜の花、
夏のひまわりまつりはにぎわいます。亜炭坑道
を再現した記念館にもどうぞ。

たまつくり
磯山�裕之 管理係長

　霞ケ浦大橋のたもとにあって目前に

茨城県行方市玉造甲 1963-5
国道 354 号　　TEL.0299-36-2781

霞ケ浦が広がり、紫峰筑波山も望める施設内ウッ
ドデッキは憩いの場としても大いに利用されてい
ます。物産館では地元の新鮮な野菜・特産品を取
り揃え、ここでしか食べられないハンバーガー、
なまずを使った「なめパックン」が好評です。

メルヘンおやべ
蔦�英夫 駅長

　富山県の西玄関。木曾義仲が火牛の

富山県小矢部市桜町 1535-1
国道 8号　　TEL.0766-68-3811

計で平家の大軍を破った倶利伽羅古戦場のほか、
35のメルヘン公共建築が近くに点在します。バ
ラを浮かべた足湯や愛犬家に好評のドッグランを
備え、ご当地グルメのホワイトラーメンや名物昆
布もちなど特産品でお越しをお待ちしています。

は
一
つ
も
落
ち
な
か
っ

た
こ
と
を
ク
イ
ズ
形
式

で
解
説
す
る
な
ど
、
盛

ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い

た
。

　
橋
建
協
は
こ
の
ほ

か
、
一
般
市
民
の
投
票

で
「
日
本
の
橋
ベ
ス
ト

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
50
」
を

選
定
す
る
な
ど
、
様
々

な
企
画
を
検
討
し
て
い

る
。

150 人が隅田川クルーズ 
盛
況
だ
っ
た
隅
田
川
ク
ル
ー
ズ

橋
建
協
が
イ
ベ
ン
ト




